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５年間の方向性

基本理念を達成するための つの柱

SUPPORTER
水道の課題解決を支援する

水道の基盤強化 
〜料金収入の減少、施設の老朽化など事業運営を支援強化〜
⃝�地域の実情に応じた様々な顔の見える機会を通じて、水道事業体との課題共有
⃝��経営・技術の課題解決に向けた支援、官民連携・広域連携の支援などの実施

主な取組　水道基盤強化ミーティング、水質応援プログラムの実施

災害への対策強化 〜激甚化、頻発化する災害に備える〜
⃝��耐震化等による強靭な水道システムの構築への支援の強化
⃝�ステークホルダーと日常的な交流を図り、災害時に１日でも早い復旧に向けた支援

主な取組　地震等緊急時対応の手引きに基づく訓練実施、災害対応でのデジタル技術活用

最新技術、先進事例の普及・促進 〜業務の効率化への支援〜
⃝��協会の発刊図書による最新技術の発信やスマートメーター導入例などの調査・情報収集
⃝��先進的な取組や水道事業体の取り組んでいる有用な事例の情報発信

主な取組　水道維持管理指針などの作成、HPなどを活用した先進事例紹介

水道関係の人材育成・技術力の向上 
〜研修事業や各種資格制度による人材育成〜
⃝��水道界の動向や会員ニーズに即した研修を実施
⃝�資格・登録制度を通じ、技術力の確保や活用に向けた PR

主な取組　情報発信スキルアップセミナー、水道施設管理技士制度の実施

水道製品の信頼性の維持・向上 〜検査・認証で安全・安心への支援〜
⃝��検査認証品の信頼性の維持・向上、検査・認証制度の必要性を効果的に PR

主な取組　人材育成プログラムの実施、JWWA規格の制定・審査、PR動画の配信

サポーター



COORDINATOR
多様な関係者との連携を強固にする

研究成果等の発信・共有
〜産官学の研究成果を共有〜
⃝�協会の委員会・協議会などを通じて、課題
を共有するとともに解決方法を検討
⃝���水道研究発表会など水道関係者が集う交流
の機会を捉え、産官学の知見を共有

主な取組
常設調査委員会（水道料金算定要領の活用、水道
メーターの検定期間延長等）

産官学連携による国際活動
〜海外へ日本の高い技術力を発信〜
⃝��国際会議などを通じて、日本の高い技術力の
発信や海外の水道事情を国内の水道界で共有
⃝��海外研修の実施、ISO規格の専門委員会で
日本の意見を規格に反映

主な取組
海外水道協会との連携、国別水道事業研修の実施

SPEAKER
水道の重要性を広報する

未来へ水道を
つなげていくための広報
〜国民へ向けた広報活動で 
水道のファンづくりに貢献〜
⃝�様々な媒体（SNSなど）を活用し、水道に
興味を持っていただく情報を発信

⃝�水道の魅力を発信し、水道のファンを増や
すための様々な広報活動を展開

主な取組
水道協会雑誌及びＸ・HPなどの活用、体験型水道
イベントの実施

発信力の強化
〜水道が抱える課題を広く発信し 
課題解決に貢献〜
⃝�水道が抱える課題の解決策実現に向けた提
言活動を実施

⃝��産官学の学術・実務両面から情報を収集・発信

主な取組
国会議員・省庁への要望活動

スピーカー コーディネーター
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　日本水道協会は引き続き

皆さまから「求められる協会」 「身近に感じられる協会」
「頼られる協会」を目指してまいります！

情報発信力・
受信力の
強化に向けて

バナー設置場所：本協会 HPトップ画面「問い合わせ」

「よくある質問と回答」と
「問い合わせフォーム」で疑問を解決！

問い合わせ専用バナー
水道関係者はもちろん水道使用者の皆様からも
広くご相談をお受けします！

水道事業相談ダイヤル

水道事業でお困りのことなど気軽にご相談ください

行事・活動内容や水道界に関することを
タイムリーに幅広くお知らせ！

公式 X（旧Twitter）

表示名  日本水道協会

ユーザー名  @suidou_kyoukai

日本水道協会HP日本水道協会公式Ｘ

日水協 NEXTビジョンの策定にあたって
近代水道が日本に導入されてから140年、今の水道事業を取り巻く状況は、これまで経験の

ない厳しさに直面しています。特に多くの中小事業体においては、ヒト・モノ・カネ全てに課
題を抱え、水道事業そのものの存続が危ぶまれています。

日本水道協会はこれまで、水道界の互助組織として活動してきましたが、こうした厳しい事
業環境などを踏まえ、事業推進の「羅針盤」である「日水協ビジョン（案）令和４年４月版」
を「日水協 NEXT ビジョン」として全面改定することとしました。

我が国の水道は、世界に誇るべき貴重な財産であり、利用者である国民の皆様と手を携えつ
つ、次世代へと引き継いでいくべきものです。本協会は、「安全・安心な水道を未来へつなげる
担い手」である会員の皆様にこれまで以上に寄り添い、「明るい未来の水道」に向け、一層活動
を充実してまいります。

今後とも、関係者の皆様方のご意見を頂きながら、本ビジョンに掲げた基本理念を達成し、
水道界の発展・進化に努めていきますので、引き続き、本協会の事業運営にご理解とご支援を
賜りますようお願い申し上げます。

� 公益社団法人 日本水道協会 理事長　青木　秀幸


